
札住みやすさについて

(1) 村外への転居意向

村外への転居意向は、「引っ越す予定はない」が 59.7% で最も多くなっていますが、「予定はな

いが、いずれ引っ越すと思う」 (15,7%) 、「近々、引っ越す予定である」 (2.5%) と回答した人

の合計は 18.2% となっています。

問 14 あなたは、将来的に村外へ引っ越すご予定はありますか。 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

近 、々引っ越す予定である

予定はないが、いずれ引っ越すと思う

引っ越す予定はない

わからない

無回答

2.5
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(n=670)

《居住年数別の集計》

○居住年数別でみても「引っ越す予定はない」が最も多くなってし、ますが、3 年未満は「予定はない

が、し、ずれ引っ越すと思う」が 33.3% で他居住年数と比べて多くなってし、ます。
(%)

、
n
近々、引っ越す
予定である

予定はないが、
いずれ引っ越すと
思う

引っ越す
予定はない わからない 無回答

全体 670 2.5 15.7 59.7 21.2 0.9

居住年数 3年未満 69 5.8 33.3 43,5 17.4 0.O

3~5 年 45 4.4 11.I 51.I 33.3 0,O

6~10 年 53 3.8 22.6 54.7 15.I 3.8

11~19 年 151 4.6 20.5 51.7 23.2 0,O

20~29 年 83 1.2 8.4 55.4 34,9 0.O

30年以上 267 0.4 9.7 72.7 15.7 1,5

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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《出生地別の集計》

○出生地別でみると、鶴居村出身の人は「引っ越す予定はない」の割合が多く、海外出身の人は「近々、

引っ越す予定である」「予定はないが、いずれ弓1つ越すと思う」の割合が多くなっています。
(%)

rl
近々、引っ越す
予定である

予定はないが、
いずれ引っ越すと
思う

引っ越す
予定はない わからない 無回答

全体 670 2.5 15.7 59.7 21.2 0.9

出生地 鶴居村 219 1.8 10.O 68、9 17.8 1.4

鶴居村以外の
釧路管内市町 229 2.2 17.9 55,5 24.5 0.O

釧路管内以外
の道内市町村

101 1.O 17.8 57.4 22.8 1.O

道外市区町村 1‐01 3.O 18.8 56.4 20.8 1.0

海外 15 20.O 26.7 33,3 20.O 0.0

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目

(2) 転居希望場所

引越し先については、「釧路市」が 22.1% で最も多く、次いで「鶴居村以外の釧路管内市町」

(16.4%) 、「道外市区町村」 (12,3%) と続いています。

〈問 14 で「近々、引っ越す予定である」「予定はないが、いずれ引っ越すと思う」を選択した方のみ〉

間 15 引越し先はどこですか。 (1つに○)

0% 10% 20% 30%

(n:122)
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(3)) 転居理由

〈問 14 で「近々、引っ越す予定である」

間 16 引っ越す理由は何ですか。

「予定はないが、

(複数回答)

0%

転勤のため

就業のため

いずれ引っ越すと思う」を選択した方のみ〉

10% 20% 30% 40%

(n=122)

生活環境がよくないため

進学のため

医療・福祉サービスに不満があるため

親の介護のため

子どもの教育のため

結婚または離婚のため

除雪サービスに不満があるため

聾.避軽]汎愛蛭頚園閥関 16
附鞘ぜ→,r学 製 覇園 13,1

1

r. 二
r
割 13.・

き』 11.5

W轟き ,. 三十選 9.O

睦 誌 一.16,6

国 璽 5.7

園 3,3

圏 3,3

0,0

0,0

圏霜声扇 74

4

30,3

W轟き ,.三十選

睦 誌 一.16,E

国 璽 5.7

園 3,3

圏 3,3

0,0

0,0

圏霜声扇 7

園 74

妊娠・出産のため 0,0

出産・子育てサービスに不満があるため o,o

理由はない

その他

無回答

引っ越す理由については、

「生活環境がよくないため」

「転勤のため」が 16.4% で最も多く、次いで「就業のため」(13.1%) 、

(13,1%) 、「進学のため」 (11.5%) と続し、ています。

・交通の便が悪く、通院や買い物が不便
・介護施設がないため
・高校進学のだめ
・冬が厳しい
・高齢になり、車の運転ができなくなった時に不便
・釧路に家があるため
・家を継ぐため
・外国人がパートで働ける場所を見つける
・楽しみがまった<ない
・現在の仕事は体力的につらい
・よそ者扱いされるから
など
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(4) 居住地選定で重視する点

住む場所を検討する際に重視する点は、「自然環境が豊か」が 40.4% で最も多く、次いで「仕事

がある」 (37.2%) 、「医療・福祉サービスの充実度」 (37.2%) 、「交通の便がよい」 (35,5%) 、

「安心安全な場所」 (35.5%) と続いています。

問 17 あなたが、住む場所を検討する際に、重視する点は何ですか。 (複数回答)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自然環境が豊か

仕事がある
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寸 35,
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罰 35,
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L-

L~ 」 9.o

産室ゴマ.6

国 =5,・ 1

誉三一
圏 固6,Q

‐ 」 16

「÷÷コ 13.6

;二
f..-
コ ,,.

L-

L~ 」 9.o

産室ゴマ.6

国 =5,・ 1

当
.

4.2

薗 2・5 1

圏 固6,Q

0

ト・..・・.-.・..▲・▲▲ー L"

÷」
屋露呈]:
国国5,1

lo,7

圏 4.2

薗 2・5

圏 固6,(

医療・福祉のサービスの充実度

交通の便がよい

安心安全な場所

買い物をする店の多さ

教育・保育のサービスの充実度

家賃

近所のつきあい、地域活動の活発さ

生まれ育った土地

移住者への助成制度

まちの知名度

わからない・特にない

その他

無回答

(n=670)

30



《年齢階級別の集計》

○年齢階級別にみると、20~49 歳は「仕事がある」が最も多くなっており、雇用は居住地選定の際

の重要な要素になっていることがわかります。また、50 歳以上は「医療・福祉のサービスの充実度」

が最も多くなっています。

(%)

n 自然環境が豊か 交通の便がよい 仕事がある 安心安全な場所 教育・保育のサ一ビスの充実度

全体 670 40.4 35.5 37.2 35.5 13.6

年齢 19歳以下 26 30.8 53.8 50.O 30.8 11.5

20~24 歳 21 42.9 33.3 52‐4 47,6 28.6

25~29 歳 37 21.6 45.9 64.9 37.8 27.O

30~34 歳 42 26.2 16‐7 47.6 38,l 26.2

35~39 歳 41 36,6 34.I 41.5 31.7 12.2

40~44 歳 66 33,3 33.3 59.I 30.3 十25.8

45~49 歳 59 45,8 25.4 ・ 47.5 42.4 15,3

50歳以上 374 45.5 37.7 25.9 35.3 8,O

n
医療・福祉のサ
一ビスの充実度 家賃 買い物をする

店の多さ
移住者への助成
制度

遍弗 )つきあい、
地域獅動の活発さ

全体 670 37,2 11.3 16.O 5.I 9.O

年齢 19歳以下 26 11.5 15.4 23,I 3.8 11.5

20~24 歳 21 4.8 33.3 23,8 0.O 0.O

25~29 歳 37 27.O 18,9 35.I 13.5 2,7

30~34 歳 42 23.8 28.6 23,8 4.8 11,9

35~39 歳 41 24.4 26.8 22.O 2.4 7.3

40~44 歳 66 25.8 19,7 13.6 7.6 9,I

45~49 歳 59 28.8 10.2 6.8 5.l 8.5

50歳以上 374 48.I 4.3 13.4 4.3 9.9

' n まちの知名度
生まれ育った
土地

わからない
・特にない

その他 無回答

全体 670 0.7 7,6 4.2 2.5 6.O

年齢 19歳以下 26 0.O 3,8 0.O 3.8 3,8

20~24 歳 21 0‐O 9.5 4.8 4.8 0.O

25~29 歳 37 2.7 5.4 8.I 0.O 0,O

30~34 歳 42 0.O 7,I 0.O 2.4 9.5

35~39 歳 41 ◆ 0.O 9,8 0.O 7.3 4,9

40~44 歳 66 1,5 1.5 4.5 4.5 0.O

45~49 歳 59 0.O 10.2 6.8 3,4 0.O

50歳以上 374 0,8 8.6 4.3 1.6 8.6

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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(5) 住みやすいと感じる点

住みやすいと感じる点で最も多い回答は、「公園や自然環境」が 66,7% で他を引き離して多<な

っています。

間 18 鶴居村が住みやすいと感じる点はどういった点ですか。 (複数回答)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

公園や自然環境

医療・福祉のサービス

教育・保育のサービス

近所のつきあい、地域活動の活発さ

道路・交通機関

防犯・防災体制

職場が近い、仕事が多い

まちのにぎわい

わからない・特にない

その他

無回答
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《年齢階級別の集計》

○年齢別でみても、すべての年齢階級で「公園や自然環境」が最も多くなっていますが、19 歳以下は

「近所のつきあい、地域活動の活発さ」、20~29 歳は「職場が近い、仕事が多い」、30 歳以上は

「医療・福祉のサービス」の割合が多くなっています。

(%)

n 公園や自然環境 道路・交通機関 職場が近い、仕事が多い
防犯・防災体制

教育・保育の
サービス

全体 670 66.7 18.7 13.3 15.8 24.2

年齢 19歳以下 26 65‐4 3.8 7.7 7,7 42.3

20~24 歳 21 81.O 19.O 33.3 14,3 19,O

25~29 歳 37 73‐O 13,5 27.O 10.8 lo,8

30~34 歳 42 57.I 9.5 16‐7 7.I 14,3

35~39 歳 41 70.7 9.8 19.5 19.5 22,O

40~44 歳 66 62.I 10.6 9.I 6.l 27,3

45~49 歳 59 72‐9 15,3 8.5 16.9 25.4

50歳以上 374 66.3 24.3 11.8 19.3 25.I

n
医療・福祉の
サービス

近所のつきあい、
地域活動の
活発さ

まちのにぎわい
わからない
・特にない

その他

全体 670 34.5 21.2 1.2 11.9 4.O

年齢 19歳以下 26 30.8 34.6 0.O 19.2 0.O

20~24 歳 21 28.6 14.3 0.O 0.O 4.8

25~29 歳 37 8,I 18.9 2.7 18.9 2.7

30~34 歳 42 26,2 23.8 7.I 19,O 4.8

35~39 歳 41 29,3 17.I 2.4 7.3 12.2

40~44 歳 66 31,8 19.7 0.O 16,7 6.I

45~49 歳 59 23,7 20‐3 0.O 15,3 5.I

50歳以上 374 41,4 21.7 0,8 9,6 2.9

n 無回答
全体 670 3.9

年齢 19歳以下 26 0.O

20~24 歳 21 0.O

25~29 歳 37 0.0

30~34 歳 42 7.I

35~39 歳 41 2.4

40~44 歳 66 1.5

45~49 歳 59 0.O

50歳以上 374 5.I

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目

33



《居住年数別の集計》

○居住年数別でみても、

満は「職場が近い、ィ

す。

、すべての年齢階級で「公園や自然環境」が最も多くなっていますが、3 年末

仕事が多い」、3 年以上は「医療・福祉のサービス」の割合が多くなっていま

(%)

n 公園や自然環境 道路・交通機関 職場が近い、
仕事が多い 防犯・防災体制 教育・保育の

サービス

全体 670 66.7 18.7 13.3 15,8 24.2

居住年数 3年未満 69 73.9 11.6 26.I 8.7 18‐8

3~5 年 45 73.3 13.3 6.7 17.8 20.O

6~10 年 53 69.8 7.5 11.3 7.5 20.8

11~19 年 151 70.9 15.9 9.9 13.9 30.5

20~29 年 83 72.3 18.1 20.5 21.7 22,9

30年以上 267 59.6 25.5 ",2 18.4 24.O

.

n
医療・福祉の
サービス

近所のつきあい、
地域活動の
活発さ

まちのにぎわい わからない
・特にない

その他

全体 670 34.5 21.2 1.2 11.9 4,0

居住年数 3年未満 69 15.9 13.O 2.9 13.O 7.2

3~5 年 45 22.2 31.I 0.O 11.l 6.7

6~10 年 53 30.2 24.5 0.O 9.4 3,8

11~19 年 151 37.7 23.2 1.3 13.9 6,O

20~29 年 83 27.7 16.9 2.4 9,6 1.2

30年以上 267 42.7 21,3 0.7 11,2 2.6

n 無回答
全体 670 3,9

居住年数 3年未満 69 0.O

3~5 年 45 2.2

6~10 年 53 3,8

11~19 年 151 2.6

20~29 年 83 6.O

30年以上 267 5.2

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目
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(6) 移住定住促進で力を入れるべき行政サービス

移住定住の促進で力を入れるべき行政サービスは、「子育て世代への税制優遇や補助金」が 32.5%

が最も多く、次いで「保育所・学童保育の充実」 (26,3%) ぐ「医療費無料制度」 (23.0%) 、「新

築 ・リフォームへの助成」 (20.4) が続いています。

問 19 移住定住の促進に際し、鶴居村が今後力を入れるべき行政サービスは何ですか。 (複数回答)

0% 10% 20% 30% 40%

I
・畿跨ぎ壕でき二言三洋モネ差~・る難詰 : 32.5

I 1
醐 32.5

3
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1
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, ご梱 12,8
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ゴ
ーo‐o

圏[
鱒二ヱ ヨ 6.9

鰹 斗 6,4

塵 劃 6・O

扇ぎ可 8,4

圏霧潮圏 10・0

irrr
"
「諺
▲ J

ヒ誓圭三イ.:]

繁エゴ 6

極三一 6,

華壁当 6・{

扇ぎ可
T5・ギ

,履濫翫顕 .誓理磁樋▲、----・“

子育て世代への税制優遇や補助金

保育所・学童保育の充実

医療費無料制度

新築・リフォームへの助成

空き家に関する情報提供

大規模商業施設の誘致

転入者に対する税制優遇や補助金

地域資源を生かした自然とふれあう教育

転入に関する相談窓口

住宅開発

農業体験等が簡単にできる仕組み

ブランド力や専門性の高い大学など
教育機関の誘致

地域コミュニティの充実

地域活動の支援

定住促進専用のホームページ

移住案内パンフレットの作成

その他

無回答

(n:670}
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《年齢階級別の集計》

○年齢別でみても、「子育て世代への税制優遇や補助金」および「保育所・学童保育の充実」が上位

回答となってし、ますが、19 歳以下は「転入者に対する税制優遇や補助金」、20~24 歳は「大規模

商業施設の誘致」、25~29 歳は「新築 ・リフォームへの助成」の割合が多くなってし、ます。

(%)

n

転入者こ
対する税制瀞獅金

子育て世代へ
の蹄暇掛
補助金

新築・リフオー

ムヘの助成

移住案内
パンフレツトの

作成

転入に関する
相談窓口

定住促進
専用の
ホームページ

全体 670 14.2 32.5 20.4 6.O 11.5 6,4

年齢 19歳以下 26 26.9 26.9 15.4 7.7 3.8 3.8

20~24 歳 21 0.O 23.8 14,3 4.8 4.8 0.O

25~29 歳 37 13.5 56.8 32.4 8.I 5.4 0,0

30~34 歳 42 21.4 40‐5 28.6 4.8 2.4 4.8

35~39 歳 41 19.5 41.5 19.5 2,4 7.3 4.9

40~44 歳 66 18.2 39.4 24.2 9,I 10.6 9.I

45~49 歳 59 13.6 22.0 22.0 0,O 11.9 8.5

50歳以上 374 12‐3 29.9 18.2 6.7 14.7 7.2

n

空き家に
関する情報
提供

住宅開発 大規模商業施設の誘致
保育所・学童
保育の充実

医療費
無料制度

地域資源を
生かした自然
とふれあう
教育

全体 670 19.l 11,3 15.I 26,3 23.O 12.8

年齢 19歳以下 26 19.2 ‐ 11.5 23.I 26.9 23.I 0.O

20~24 歳 21 14.3 14.3 38.I 14.3 9,5 14.3

25~29 歳 37 24.3 24.3 16,2 37.8 16.2 10.8

30~34 歳 42 16.7 21.4 14.3 33.3 26.2 7.I

35~39 歳 41 22.O 17.I 17.I 41.5 19.5 7.3

40~44 歳 66 21.2 9,I 13.6 30.3 25.8 10.6

45~49 歳 59 18.6 15.3 15,3 ‐ 25‐4 23,7 10.2

50歳以上 374 18.4 8‐O 13.I 23.O 23,8 16.O

n

ブランド力や
専門性の高い
大学など教育
機関の誘致

地域コミユニ
ティの充実

農業体験等
が簡単にでき
る仕組み

地域活動の
支援 その他 無回答

全体 670 8.2 8.I 10‐0 6.9 8.4 10.O

年齢 19歳以下 26 19.2 7.7 0.O 15.4 7.7 7.7

20~24 歳 21 9.5 19.O 9.5 9.5 14.3 4.8

25~29 歳 37 8.I 8,I 10.8 2.7 5.4 8.I

30~34 歳 42 11.9 4.8 9,5 2.4 4.8 7.I

35~39 歳 41 0.O 7.3 7.3 2.4 14.6 2.4

40~44 歳 66 13‐6 7.6 9,I 1.5 10.6 4.5

45~49 歳 59 8.5 5.I 3,4 6.8 8.5 6.8

50歳以上 374 7.O 8.6 12,3 8.6 7.8 12.8

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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5.働くことついて

(1) 現在の就業形態

現在の就業形態は、「正規の社員・職員」が 29.3% で最も多く、次いで「パート・アルバイト等」

(15,5%) 、「専業主婦・主夫」 (「5.1%) と続し、ています。

問 20 あなたの就業形態は次のどれですか。 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40%

129
・3正規の社員・職員

パート・アルバイト等

専業主婦・主夫

自営業

働いていない

派遣・契約社員

家業を手伝っている

- ,.1 15
　　　　　

- -ふき; 15,1

10.6

」‘ゞ 10,4

帯獣 {
ー
5,5

3.3 1
　

3,1

1.5

4,3

学生

会社経営者

その他

無回答 1,3
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《男女別・年齢階級別の集計》

○男性を年齢階級別にみると、19 歳以下は「学生」、20 歳以上は「正規の社員・職員」が最も多く

なっていますが、20~24 歳は「パート・アルバイト等」が 30% みられます。

○女性の年齢階級別では、19 歳以下は「学生」、20~29 歳は「正規の社員・職員」、25~39 歳

および 50 歳以上は「専業主婦・主夫」、40~49 歳は「パート・アルバイト等」がそれぞれ最も

多<なっています。

.男性

(%)

n
正規の社員
・職員

派遣
・契約社員

パート
・アルバイト等 会社経営者 自営業 家業を

手伝っている
男性全体 311 43.7 5,I 10,9 2.9 12.2 2,3

年齢 19歳以下 10 10.O 0.O 10,0 0,O 0.O 0,O

20~24 歳 10 40.0 10.O 30.O 0.O 0.O 0.O

25~29 歳 18 55.6 5.6 11.I 0.O 27.8 0.O

30~34 歳 20 65,O 5.O 0.O 0.O 20.O 10.O

35~39 歳 22 63,6 4.5 0.O 4.5 22.7 4.5

40~44 歳 20 85,O 0.O 5.O 0.O 5.O 5.O

45~49 歳 26 69.2 0.O 7.7 3.8 11,5 0‐O

50歳以上 185 31.9 6.5 13.5 3,8 10.8 1.6

. n 学生 専業主婦
・主夫

働いていない その他 無回答

男性全体 311 2.9 1.3 10.6 6.I 1.9

年齢 19歳以下 10 80,O 0.O 0.O 0.O 0.O

20~24 歳 10 10.0 0,O 10.O 0.O 0.O

25~29 歳 18 0.O 0,O 0.0 0.O 0.O

30~34 歳 20 0.0 0,O 0.O 0.O 0.O

35~39 歳 22 0,O 0,O 0.O 0.O 0.O

40~44 歳 20 0.O 0.O 0.O 0.0 0.O

45~49 歳 26 0,O 0.O 3.8 0.O 3.8

50歳以上 185 0,O 2.2 16.8 10.3 2,7

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目

■女性

(%)

rl
正規の社員
・職員

派遣
・契約社員

パート
・アルバイトJ等 会社経営者 自営業 家業を

手伝っている
女性全体 354 16.7 5.9 19.8 0,3 9.3 4.2

年齢 19歳以下 15 13.3 0.O 6.7 0.O 0.O 0.O

20~24 歳 1 11 54.5 18.2 18.2 0.0 0,O 0.O

25~29 歳 19 26.3 15.8 21.I 0.O 0.0 10.5

30~34 歳 22 13.6 4.5 18.2 0,O 13.6 18.2

35~39 歳 19 21.I 21.I 0.O 0,0 10.5 10‐5

40~44 歳 46 23.9 2.2 34,8 0.O 6.5 4,3

45~49 歳 33 33.3 0.O 36.4 0.O 12.I 3.O

50歳以上 187 9.I 5.3 16,6 0.5 11.2 2,I

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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■女性 (つづき)
(%)

+

n 学生 専業主婦
・主夫

働いていない その他 無回答

女性全体 354 3.4 27.4 9.9 2.5 0.6

年齢 19歳以下 15 80.O 0.O 0.O 0.O 0.O

20~24 歳 11 0.O 0.O 9.I 0.O 0,O

25~29 歳 19 0.O 26‐3 0.O 0.O 0.O

30~34 歳 22 0.O 27,3 0.O 4.5 0.O

35~39 歳 19 0.O 31.6 0,O 5.3 0.O

40~44 歳 46 0.O 23.9 0,O 4.3 0.O

45~49 歳 33 0.0 15,2 0.O 0.O 0.O

50歳以上 187 0.O 33,7 17.6 2.7 1.I

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目

(2) 現在の仕事の業種

現在の仕事の業種は、「公務員」が 18.6% で最も多<、次いで「農業」 (18,0%) 、「サービス

業」 (14.8%) と続いてし、ます。

〈問20 で「正規の社員・職員」~ 「家業を手伝っている」を選択した方のみ〉

問 21 職種は、次のうちどれですか。 (1つに○)

0% 10% 20% 30%

公務員

農業

サービス業

建設業

卸売業、小売業、飲食店

運輸業

金融業、保険業、不動産業

林業

水産業

製造業

電気・ガス・水道業

情報通信業

その他

無回答

.8,6

;.0

閣議電島は!選藻鰯 27,

隆三 .14,3

園 国2,7

国・.・

園・.・

璽07
・7

,7

0,0

0.0

欝濯ぎ開孫羽
虐
マ
孝
ザー '・十.・『・.・'●・.-1ドー

じ;--+ ユ ニ可--4 ;三・,1趨謹嵩灘じん-- ←- --可-- ・ん.;」
Li
. I

(n=440)
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(3) 今後の転職意向

今後の転職意向については、「転職の希望はない」が 58.4% で約 6割を占めています。また、「村

内で転職したし、」は 7.5% 、「村外で転職したい」は 4.1% となっており、転職意向のある人は合計

で 11.6% となっています。

く問 20 で「正規の社員・職員」~ 「家業を手伝っている」を選択した万のみ〉

問 22 あなたは、今後、転職の希望はありますか。 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

転職の希望はない 158.4

　 　 　

　　　 　
4.l i

　 　
臥も q , 30,0 . l

村内で転職したい 【‘▽,5

村外で転職したい ‐ 4.
l

無回答 30.O

(n=440)

(4) 転職時の希望職業分野

転職時に希望する職業分野は、「サービス業」が 31.4% で最も多<、次いで「公務員」(17.6%) 、

「卸売業、小売業、飲食店」 (13,7%) と続いています。

〈問22 で「村内で転職しだし、」「村外で転職しだい」を選択した方のみ〉

間 23 将来、転職するとしたら、次のうちどの分野の仕事を希望しますか。 (複数回答)

0% 10% 20% 30% 40%

サービス業

公務員

卸売業、小売業、飲食店

農業

林業

建設業

情報通信業

水産業

製造業

運輸業

金融業、保険業、不動産業

電気・ガス・水道業

その他

無回答

啓
三 . ‐rt ン ~ ' 【÷領置霜蟹ホー

.類・静士ぜ奇声.M魔豆!j 31,4

,5

r 「「÷ 」 1
ヒ
ー ---

ニ

ー

]13.7」

」 ----: 副 ・・‘8
雪

医三]5,9…

,際罰 5・9

園 3,9i
圏 2.o

園 2,。 l

園 2,o

璽 2.o

0,0

一一 2

E二一 5,9

,際罰 5・9

霊園 3,9

圏 2.o

園 2,o

園 2,o

璽 2.o

0,0

国 2,o i

(n=51)
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(5) 転職時に重視する点

転職時に重視する点は、「仕事の内容・やりがい」が 54.9% で最も多くなっています。次いで「給

与」 (49,0%) 、「労働時間」 (47.1%) とほぼ同率で続いています。

〈間 22 で「村内で転職しだい」「村外で転職しだい」を選択した方のみ〉

間24 あなたは (将来的に)仕事を選択する上で何を重視しますか。 (複数回答)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

仕事の内容・やりがい

…! -- -′▼,~ 49.0

7,1一;二二ゴー二二二〒ゴ
ー ‐ 、 - - r一 -- --

ヨ 4休みの日数(有給の取得など)

職場の人間関係

通勤時間

福利・厚生

ー, 35,3

　　　　　　 　
　.-- , - - l

ー 」 I7.6

介護・育児休業制度の有無

法令順守 (パワハラ・セクハラなど)

(n=51)
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(6) 就職時の希望職業分野

就職時の希望職業分野は、「公務員」が 9.4% で最も多く、次し、で「サービス業」 (7.8%) 、「農

業」 (6.3%) と続いています。

〈問 20 で「学生」~ 「働いていない」を選択した方のみ〉

問 25 将来、仕事をするとしたら、次のうちどの分野の仕事を希望しますか。 (複数回答)

0% 5% 10% 15%

公務員

サービス業

農業

卸売業、小売業、飲食店

情報通信業

製造業

林業

建設業

運輸業

金融業、保険業、不動産業

電気・ガス・水道業

水産業

その他

無回答

9.4

14.6

『か ぎ鴇
だ す
- -‐

三

十

を
・ミ
17.8tl

i
司 6,3
I

E-- 」山 一-- 」 5.2

,区三二三 3お

医コ 2.61

圏圏 2・l i
肥
圏 2・11

団 Lo l

国・o
i

,5

0,0 .

旨三二言 3,

h霊 ]2.6

圏圏 2.・
肥
圏 2・1

団 Lo

国 ・,o

,5

0,0

11二十÷l

- ! ◆

ーー- ---メ ー ド -- 囲--- 」 ‐,‐孝 三↑を露 顕一 一一“▼r- デ ー;▼-- -- キ ー 56.8

-(n=192)

《男女別・年齢階級別の集計》

○男女でみると、男性は「農業」、女性は「公務員」がそれぞれ最も多くなってし、ます。
(%)

n 農業 林業 水産業 建設業 製造業
電気・ガス

・水道業 情報通信業

全体 192 6.3 2.I 0.O 2.I 2.6 0.5 3,6

性別 1男性
1女性

46 15.2 8.7 0.O 8.7 2.2 0.O 8,7

144 3.5 0.O 0.O 0.O 2.8 0.7 2.I

n 運輸業
卸売業、小
売業、飲食
店

金融業、保
険業、不動
産業

サービス業 公務員 その他 無回答

全体 192 1.O 5.2 1.0 7.8 9.4 14.6 56.8

性別 匿 46 2.2 2.2 0.0 6‐5 10.9 6.5 47.8

144 0.7
.
6.3 1.4 8.3 9.o i 17.4 59.O

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目

42



(7) よりよい労働市場形成のために必要な行政サービス

よりよい労働市場形成のために必要な行政サービスは、「就労のマッチング」が 37.2% で最も多

く、次いで「就労に関する相談窓□」 (34.5%) 、「起業支援」 (30.3%) 、「企業情報などの情

報発信」 (26,7%) となっています。

間 26 鶴居村における就労・雇用の充実を図るために、行政サービスとして必要だと感じるものは、次

のうちどれですか。 (複数回答)

0% 10% 20% 30% 40%

中 -- .‐
、 -・ .ん ::!;稀,3

,2

.1 - ・ 20.0
.

勺〆 -;.ナニr;-・・にキ;-

(n=670)

《男女別の集計》

○男女別でみると、男性は「起業支援」、女性は「就労のマッチング」がそれぞれ最も多<なってい

ます。

(%)

n 就労のマッチング 企業などと連携した職業体験
企業情報などの
情報発信

合同就職(転職)
説明会

ビジネススキル向上
のためのセミナー

全体 670 37.2 23.3 26.7 9.6 7‐6

性別 1男性
1女性

311 37.0; 25.4 27,O 9‐3 8.O

354 379 キ 21・8 26.8 9.9 7.3

n
就労に関する
相談窓口 起業支援 職麟場園難的山のための蜘臓 その他 無回答

全体 670 34.5 30,3 101 5.2 20.O

性別 1男性
1女性

311 33‐4 37.3 12,9 7.I 15.8

354 35.9 ‐ 24.6 7,9 3‐l 23.2

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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《年齢階級別の集計》

○年齢階級別にみても「就労のマッチング」「就労に関する相談窓□」が上位回答となっていますが、

30~34 歳は「企業などと連携した職業体験」、35~39 歳は「起業支援」の割合も多くなってい

ます。

(%)

n 就労のマッチング 企業などと連携した職業体験
企業情報などの
情報発信

合同就職(転職)
説明会

ビジネススキル向上
のためのセミナー

全体 670 37.2 23.3 26.7 9,6 7.6

年齢 19歳以下 26 50.O 26,9 23.I 15,4 15.4

20~24 歳 21 42,9 28.6 23,8
1

23.8 14,3

25~29 歳 37 48‐61 21.6 29.7 16.2 13,5

30~34 歳 42 47.6; 40.5 23.8 16.7 19,O

35~39 歳 41 34.I 36.6 31,7 19.5 2.4

40~44 歳 66 50,O 21.2 18.2 10.6 12.I

45~49 歳 59 50,8 22.O 33,9 11.9 5.I

50歳以上 374
・

29‐9 20.3 27.O 5.3 5.l

n
就労に関する
相談窓口 起業支援

職凋毅隅珊莞向卜のた
めの鱒ナ麟 その他 無回答

全体 670 34.5 30.3 10.I 5.2 20.O

年齢 19歳以下 26 23,I 34‐6 11,5 11.5 3,8

20~24 歳 21 28,6 14.3 4,8 9.5 14.3

25~29 歳 37 35.I 24.3 16.2 . 0.O 8,I

30~34 歳 42 40,5 35.7 11.9 4.8 11,9

35~39 歳 41 34,I 43.9 12,2 2.4 4.9

40~44 歳 66 30,3 21.2 7.6 7.6 15.2

45~49 歳 59 30.5 28.8 3,4 5.I 11,9

50歳以上 374 36,4 31.6 11.O 4.8 27,O

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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6,.人口減少について

(1) 人口減少に関する不安度

人□減少に関しての不安度は、「不安を感じる」 (28,1%) および「どちらかといえば不安を感

じる」 (36.7%) の合計で 64.8% の方が不安を感じています。一方、「不安を感じない」「どちら

かといえば不安を感じない」は合わせて 21.5% となっています。

間 27 鶴居村の人□減少についてどのように感じていますか。 (1つに○)

0% 10% 20% 30% 40%

不安を感じる

どちらかといえば
不安を感じる
どちらかといえば
不安を感じない

不安を感じない

よくわからない

無回答

,隊-響きiE詳記ぢもも慰さ遵奉議騨睡樫圏鞭 2
1 1

3.1

…!雅一竃 ニ コ 36.;「『*;÷きき呈さ葛覇者1群宅 ::"
ー
‐ 鞭活き~註釈霊顔匁謎・

M「ド
ロ
。・

・,ーPF
▲
10,。

開 講.,,三・一二雷図 12,5

1,2 .

ー ▼ー

「' 「 ▼ー「.‘.・ー.-‘・一 ▲・. ・ ー・・‐' .-‐; - 「ー一献----ー

.-≧考認三, 溝
1,2

(n=670)

《年齢階級別の集計》

○年齢階級別にみると、「不安を感じる」「どちらかとし、えば不安を感じる」の合計は、35~39 歳

が 68.3% で最も多く、30~34 歳は 45.2% で最も少なくなっています。
(%)

n 不安を感じる
どちらかといえ
ば不安を感じる

ど%らかといれま
不安を感瑳乳、 不安を感じない

よくわからない 無回答

全体 670 28.I 36.7 11.5 10,O 12.5 1.2

年齢 19歳以下 26 23.I 38.5 15.4 3.8 19.2 0.O

20~24 歳 21 23.8 33.3 4.8 23.8 14.3 0.0

25~29 歳 37 24.3 35.I 10.8 5,4 24.3 0.O

30~34 歳 42 21,4! 23.8 21.4 11.9 21.4 0.O

35~39 歳 41 31,7: 36.6 9.8 4.9 17.I 0.O

40~44 歳 66 24.2 31,8 12.I 13.6 18.2 0.0

45~49 歳 59 22.O 39.O 15.3 8.5 13.6 1.7

50歳以上 374 31.O 39.O 10.2 9.9 8,3 1.6

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目

45



《居住地域別の集計》

○居住地域別でみると、「不安を感じる」「どちらかといえば不安を感じる」の合計は、下雪裡、茂

雪裡、茂幌呂が 8割を超えており、特に茂雪裡は 93.8% と非常に多くなっています。

(%)

n 不安を感じる どちらかといえ
ば不安を感じる

どちら力止い刻ま
不抜を感瞬ない 不安を感じない よくわからない 無回答

全体 670 28.I 36.7 11.5 10,O 12,5 1.2

居住地域 鶴居市街 287 28.6 34.5 11.5 9,8 15.O 0.7

幌呂市街 46 34.8 32.6 13,O 10.9 8.7 0,O

下幌呂 143 17.5 42.7 13.3 13.3 11.2 2,I

上幌呂 11 18.2 36.4 9,I 27.3 9.I 0,0

支雪裡 23 30.4 34,8 4.3 8.7 17.4 4.3

支幌呂 20 45.O 20.O 10.O 5.O 20.O 0,O

下久著呂 16 12.5 25,O 37.5 6.3 18.8 0,O

下雪裡 24 41‐7 45.8 . 0.O 4.2 8,3 0.0

新幌呂 0.O 0.O 0.O 0.O 0,O 100.O

中久著呂 15 33.3 33.3 6.7 26.7 0.O 0.O

中雪裡 32 31.3 43.8 9.4 6.3 9,4 0.0

中幌呂 23 34.8 39.I 8.7 4.3 13.O 0.O

茂雪裡 16 50.O 43.8 0.O 0.O 6.3 0.O

茂幌呂 7 28.6 57.l i 14,3 0.O 0.O 0.O

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目

(2) 人口減少で感じる不安の内容
ー ーーー -- ー ー ーー ー ー ー ー ー

人□減少で感じる不安の内容は、「地域を支える担い手の不足」が 75.3% で最も多く、次し、で「地

域を支える産業の衰退」 (56.2%) 、「商店街などのにぎわいの喪失」 (52,5%) と続いています。

〈間 27 で「不安を感じる」「どちらかとし、えば不安を感じる」を選択した方のみ〉

問 28 どのような不安を感じてし、ますか。 (複数回答)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

地域を支える担い手の不足

地域を支える産業の衰退

商店街などのにぎわいの喪失

公共交通手段の縮小・廃止

社会保障費の増加

公的サービスの縮小

地域の伝統や文化の喪失

その他

無回答

. ・; でば:{,二】 - -- ゴ ー‐「「J霜…- ・ 一f‐ …
i園 7藷砦 rミニニキ ー「‐= 【 --,、さ〒毎嘉穂副嗣

i‘÷
三
一 - ÷

""'▼
-÷ ÷ 司

」:]52

ー--]41,,;- 「 i「
一 -- 3…,9

メ 」… ‐ム ー 27・6
1

1辱 2.7
1

2.1 , ー

i6.2

5

ー --]41,一 「」
一 -- 3…,9

メ 」… ‐ム ー 27・6
1

1辱 2.7
1

2.1 , ー

一 -- 3…

メ 」… ‐ム ー 27・6
1

1辱与 2.7

2.1 , ≦

. ‐
ー・
.
「

メ 」… ‐ム ー

幸誓お
2.1

7

鯖

江 i
(n=434)
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《年齢階級別の集計》

○年齢別でみても「地域を支える担い手の不足」が最も多くなっていますが、19 歳以下および 30~

39 歳は「商店街などのにぎわし、の喪失」、20~24 歳は「公共交通手段の縮小・廃止」、40 歳以

上は「地域を支える産業の衰退」の割合がそれぞれ多くなってし、ます。
(%)

地域を支える
担い手の不足

商店街などの
にぎわいの喪失

地域を支える
産業の衰退

社会保障費の
増加

公的サービスの
縮小

全体 434 75.3 52‐5 56.2 33‐9 27.6

19歳以下 16 81.3 56.3 31.3 25.O 25.O

20~24 歳 12 , 83.3 50.O 58.3 16.7 33.3

25~29 歳 22 68.2 45.5 45.5 31,8 45.5

30~34 歳 19 73.7 63.2 57.9 36,8 2LI

‐35~39 歳 28 71.4 60.7 53.6 32,I 25.O

40~44 歳 37 67.6 48.6 62,2 51.4 27.O

45~49 歳 36 75.O 41.7 61.I 30,6 30.6

50歳以上 262 77.I 53.8 57.3 33‐2 26.3

公共交通手段の
縮小・廃止

地域の伝統や
文化の喪失 その他 無回答

全体 434 41.5 12.7 1.4 2,I

19歳以下 16 37.5 12,5 0.O 0.O

20~24 歳 12 66.7 50,O 0.O 0.O

25~29 歳 22 45.5 9.I 0,O 4.5

30~34 歳 19 36.8 10,5 0.O 0.O

35~39 歳 28 42.9 10,7 3.6 0.O

40~44 歳 37 45,9 10.8 0.O 0.O

45~49 歳 36 38.9 22‐2 5.6 0‐O

50歳以上 262 40.I 10.7 1.I 2.7

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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《居住地域別の集計》

○居住地域別にみても、「地域を支える担い手の不足」が上位回答になっていますが、幌呂市街およ

び下久著呂は「地域を支える産業の衰退」の割合が多<なっています。
(%)

地域を支える
担い手の不足

商店街などの
にぎわいの喪失

地域を支える
産業の衰退

社会保障費の
増加

公的サービスの
縮小

全体 434 75,3 52.5 56.2 33.9 27.6

居住地域 鶴居市街 181 74.6 65.7 51.4 35.9 27.I

幌呂市街 31 645 41.9 67.7 25.8 29.O

下幌呂 86 72‐I 34.9 53.5 38.4 30.2

上幌呂 6 100.O 66.7 66,7 16.7 16.7

支雪裡 15 80.O 40.O 60.O 20.O 33.3

支幌呂 13 92.3 30.8 76.9 38.5 38.5

下久著呂 6 83.3 50.O 83.3 50.O 16.7

下雪裡 21 76.2 57.I 61.9 38,I 38,I

新幌呂 0 0.O 0.0 0.O 0.O 0.O

中久著呂 10 7QO 60.O 50.O 30.O 10.0

中雪裡 24 75.O 33.3 54.2 12,5 16,7

中幌呂 17 82,4 70.6 58.8 47.I 35.3

茂雪裡 15 80.O 46.7 60.O 33.3 13,3

茂幌呂 6 83,3 50.O 50.O 33.3 50.O

公共交通手段の
縮小・廃止

地域の伝統や
文化の喪失 その他 無回答

全体‐ 4‐34 41.5 12.7 1,4 2.l

居住地域 鶴居市街 181 42.O 12‐7 0.6 1,I

幌呂市街 31 51.6 12.9 3.2 3.2

下幌呂 86 45.3 18.6 3.5 2.3

上幌呂 6 33.3 0.O 0,O 0.O

支雪裡 15 40.O 0.O 0,O 6,7

支幌呂 13 30.8 0.0 0.O 0.O

下久著呂 6 16.7 0.0 0.O 0.O

下雪裡 21 42.9 4‐8 0.O 4.8

新幌呂 O 0.O 0.O 0.O 0.O

中久著呂 10 0.O 10.O 0.O 10,O

中雪裡 24 37.5 0.O 4,2 4,2

中幌呂 17 70.6 23.5 0.O 0.0

茂雪裡 15 13.3 26.7 0.O 0.O

茂幌呂 6 50.O 33.3 0.O 0.O

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多い項目
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(3) 人口減少対策で力を入れるべき取組み

人□減少対策で、村が力を入れるべき取組みは、「子育て支援の充実」が 42.2% で最も多く、次

いで「移住・定住対策」 (34,6%) 、「医療・福祉の充実」 (30.4%) 、「企業誘致」 (29.7%)

と続し、ています。

問 29 人□減少に歯止めをかけるために、村はどのような施策に力を入れるべきだとお考えですか。

(複数回答)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子育て支援の充実

移住・定住対策

医療・福祉の充実

-、ーr:二r二-::}二言茎三毛艶 42,2

,一 ‐キ
ー
]34

,30,4一
喜
f29.7

‐,二、‐J. ‘8,1

コ 23,9

20,7

‐.
ー
]"--------r ニ

ー--

未婚化・晩婚化対策

農業の振興

観光の振興

起業支援

ーー
i
」一 --

.-.-
L ;ゞ..,.

- 1 ,1
-

‐
ー- 「.、.15,4商業・サービス業の振興

地域コミュニティの活性化

エネルギー事業の振興

キ ーi.1 1

‐薯 6.1

3.7 1

, 1
　

3.4 1

林業の振興

工業の振興

その他

無回答

一 70) 1
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《男女別の集計》

○男女別でみても「子育て支援の充実」が最も多くなつてし、ますが、男女間の比較では、男性は「企

業誘致」、女性は「医療・福祉の充実」の割合が多くなっています。

(%)
未婚化・晩婚化
対策

子育て支援の‐
充実

医療・福祉の
充実 移住・定住対策 農業の振興

全体 670 28.I 42.2 30.4 34.6 23.9

性別 覆陸 311 28.O 43.I 25.7 34,7 26.4

354 28.2 41‐8 34.7 34.7 21.8

林業の振興 工業の振興 商業・サービス業
の振興 観光の振興 エネルギー事業

の振興
全体 670 3.7 2.I 15.I 20.7 6.l

性別 覆腫 311 4.5 2,6 18.3 21.9 6.I

354 3.I 1,7 12.4 20.I 6.2

起業支援 企業誘致 地域コミュニティ
の活性化 その他 無回答

全体 670 16.I 29.7 8.I 3.4 5.4

性別 撰蓬 311 19.9 34.I 7.4 4.2 4.8

354 13.O 26.3 8.5 2.5 5.4

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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《年齢階級別の集計》

○年齢別でみても「子育て支援の充実」「移住・定住対策」が上位回答となっていますが、20~24

歳は「観光の振興」の割合も多くなっています。
(%)

未婚化・晩婚化
対策

子育て支援の
充実

医療・福祉の
充実 移住・定住対策 農業の振興

全体 670 28.I 42.2 30,4 34.6 23.9

年齢 19歳以下 26 30.8 57.7 23,I 26.9 7.7

20~24 歳 21 28.6 33.3 19.O 33,3 14.3

25~29 歳 37 18,9 51.4 37.8 40.5 35.I

30~34 歳 42 28.6 54.8 35.7 35.7 21.4

35~39 歳 41 14,6 51.2 26.8 31.7 26.8

40~44 歳 66 22,7 56.I 33.3 39.4 24.2

45~49 歳 59 15.3 40.7 28.8 40‐7 16.9

50歳以上 374 32.9 36,6 30.5 33.4 25.7

林業の振興 工業の振興
商業・サービス業
の振興

観光の振興
エネルギー事業
の振興

全体 670 3,7 2.l 15.I 20,7 6,I

年齢 19歳以下 26 0,0 3.8 15.4 23.I 0.O

20~24 歳 21 0.O 0.O 28.6 33.3 4.8

25~29 歳 37 0,O 0.O 21.6 29.7 0.O

30~34 歳 42 2,4 4.8 19.O 14.3 4.8

35~39 歳 41 4.9 2.4 24.4 26.8 12‐2

40~44 歳 66 3.O 0.O 10.6 15.2 1.5

45~49 歳 59 0.O 0,O 15,3 28.8 10.2

50歳以上 374 5.3 2.7 13.I 19.O 7.O

起業支援 企業誘致
地域コミュニティ
の活性化

その他 無回答

全体 670 16.I 29.7 8.I 3.4 5.4

年齢 19歳以下 26 15.4 15.4 15.4 7.7 3.8

20~24 歳 21 4.8 28.6 9.5 0.O 9.5

25~29 歳 37 10.8 18.9 8.I 0.O 8.I

30~34 歳 42 19.O 21.4 9.5 4.8 2.4

35~39 歳 41 22,O 24.4 7.3 4.9 2.4

40~44 歳 66 16.7 30,3 4.5 4.5 0.O

45~49 歳 59 lo‐2 35,6 5.I 0.O 6.8

50歳以上 374 17.4 32.I 8.6 3.7 5.9

※網掛け部は各分類の中で回答者が一番多し、項目
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